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魚樟市下材木町

究興印刷株式会世

第
五
市
民
経
済
力
の
向
上
と

工
場
誘
致
.
商
工
.
農
林
.

水
産
業
の
援
輿

第
六
舵
曾
保
障
‘
遁
家
族
、
・

生
活
悶
窮
者
の
按
施
主
扶
助

の
遁
切
措
置
に
よ
る
献
金
不

安
の
除
去

第
七
保
健
衛
生
.
上
水
道
工

事
の
促
進
、
火
葬
場
の
移
開

第
八
水
害
復
旧
.
既
定
計
画

の
遁
h

り
推
進

第
九
概
吃
水
族
館
の
復
活
.

埋
設
林
の
管
理
を
充
実
、
富

山
復
興
問
賢
曾
第
二
会
場
の

設
置
.
観
光
.
産
業
伸
展

第
十
魚
津
騨
の
改
増
築
等

以
上
の
施
策
に
つ
い
て
の
財
源

で
あ
る
が
、
現
地
方
続
制
度
は

極
め
て
税
源
の
開
力
性
を
欠
い

て
い
る
た
必
、
事
業
礎
的
な
糖

質
は
自
宅
財
源
に
お
い
て
賄
ふ

こ
と
が
不
可
能
の
実
情
で
あ
る

の
で
聞
や
膝
補
助
金
、
平
衡
交

付
金
.
市
債
等
に
よ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
が
.
財
政
の
健
全
化
を
考

え
牧
支
の
調
和
を
闘
っ
て
新
予

算
を
編
成
し
た
を
説
明
し
た
G

〔
才
出
予
算
の
大
要
」千

川

行
政
費
関
係
一

O
三

.
0
0
0

事
業
費
関
係
荒
五
四
.
。
。
。

で
主
な
る
も
の
を
ひ
ろ
う
と
、

産
業
経
済
関
係

一

億

六

千

九

百

余

高

円

内
主
な
経
費
は

食
糧
増
産
奨
町
費

一
八
三
万
円

水
栢
秋
落
防
止
封
策
及
び
水

稲
表
病
虫
害
防
除
奨
励
等

農

業

振

興

費

七

六

万

円

競
薬
及
び
果
樹
闘
喪
普
及
凱

お易気
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質

貨

資

金

強

設

歳

前

防

晴

生

稗

興

査

出

会

梢

木

育

訓

術

経

産

振

翻

畢

償

備

役

び

支
察

及

健

業

方

針

:

会

鶴

市

警

土

教

世

保

産

財

地

統

選

公

諾

予
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に
用
問
草
栽
情
奨
陀

一

入
、
早
丹
川
右
岸
用
水
取
入

一
観

光

質

問

九

万

円

一
母

子

施

設

費

九

八

万

円

菩

産

奨

開

質

問

七

万

円

一

等

一

観
光
葉
等
観
光
宣
傍
施
設

一
身
体
障
害
関
係
費

h
八
万
門

家
主
回
導
入
奨
勘
と
サ
イ
ロ
椴

一
農

林

土

木

災

害

復

旧

費

↑

土

木

施

設

関

係

一
遁

家

族

援

護

凪

九

入

万

円

註

書

置

費

一

農

業

施

忘

れ

皇

一

一

億

九

百

2
2円信
仰

M
L九

O
万
円

一
三

O
万
円

一

道

等

復

旧

一

道

路

、

橋

繋

費

荒

=

一O
万
円

一

林

業

振

興

費

一

Q
五

円

一
水
産
関
品
伊
賀
七
ご
万
円
一
護
舶
の
改
良
、
橋
梁
築
等

一

一

千

二

百

九

寓

余

円

植
林
逝
木
炭
改
良
窯
の
常
国
富

一

沿
岸
、
沖
合
漁
業
の
開
発

E
一

河

川

費

一

O
七
万
円
一
偉
一
一
染
病
及
び
結
接
予
防
費

一

喫

動

、

津

洋

漁

業

の

奨

町

等

一

石

坊

.

資

坊

.

排

水

路

の

新

一

二

四

七

万

円

農

林

土

木

質

二

ハ

一

万

円

一
商

工

関

係

費

一

一

一

一

一

万

円

一

設

工

事

一

そ

族

昆

虫

厩

除

費

四

九

万

円

片
員
川
土
地
殴
良
原
用
水
取

一

中

小

企

業

振

興

等

一

橋

漕

賢

一

八

O
六

万

円

一

火

葬

場

費

八

O
五
万
円

一

魚

樟

漫

経

団

港

改

良

と

繋

備

一

糟

掃

費

一

O
O万
円

一

都

市

計

画

一

五

九

万

円

一

消

防

関

係

一

上

水

道

費

八

七

二

七

万

円

一

一

千

六

百

三

十

三

高

円

一

災

害

復

旧

費

土

木

質

一

一

一

消

防

署

舎

新

築

二

一

O
O万
円

一

一

一

一

一

五

九

万

円

一

一
遭
路
‘
橋
梁
‘
河
川
の
復
旧
一
滑
防
自
動
車
購
入
四
三

O
万
円

一

事

業

一

史

蹟

名

勝

天

然

一

教

育

施

設

関

係

一

詑

念

物

保

存

関

係

亡

億

二

千

二

百

字

九

高

余

円

一

一

一

百

四

十

三

高

円

一
八
小
学
授
の
増
殴
築
費
一
埋
設
林
保
存
施
設
等

一

九

四

O
O余
万

円

一

其

の

他

一
公
民
儲
建
設
費
有

O
O万
円

一

二

百

寓

円

」
聞
書
館
費
一
三
八
万
円
一
市
腹
舎
が
狭
陪
で
之
を
緩
和

社
会
及
労
働
施
設
関
係
一
し
事
務
能
容
を
促
進
し
た
い
が

五
千
七
百
七
十
寓
円
一
財
源
が
許
さ
ぬ
の
で
常
一
回
の
狭

生
活
保
誠
一
質
二
六
六
四
万
円
一
睡
テ
緩
和
す
る
需
最
少
限
度
の

皇
軍
縮
一
耽
質
六
二
ニ
万
円
一
増
一
度
染
費
と
し
て

保
育
費

三
六
九
万
円
一
線
合
援
興
計
画
関
係

公

管

住

宅

賢

二

二

四

万

円

一

百

五

十

高

円
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魚
樟
市
の
市
勢
摂
興
署
員
曾
一
曾

は
、
旧
町
村
の
地
底
毎
に
設
け
一

副

曾

畏

ら
れ
て
い
た
治
、
今
般
こ
れ
を

一
丸
正
し
た
市
勢
振
興
委
員
曾

…協
議
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

一
三
月
五
日
東
勝
亭
に
お
い
て
.

一
設
立
総
会
を
開
き
、
役
員
に
左

…
の
諸
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

長

長
岡
喜
三
左
エ
門

平

樟

全

1
 

1
 

1
 
岸

常
任
理
事

木

下

全

佐
々
田

豊久庄久

向
‘9同

町

代
川
温
下
の
都

本
地
峨
は
片
貝
川
の
扇
朕
地

帯
の
一
大
平
野
で
殆
ん
ど
が
ホ

団
地
で
あ
り
ま
す
。
幾
度
か
の

片
貝
川
の
大
洪
水
が
、
開
拓
者

の
苦
心
と
努
力
に
依
っ
て
得
た

る
開
墾
土
地
も
、
離
石
河
原
と

な
っ
て
.
そ
の
当
時
の
住
民
を

落
騰
さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今

H
で
は
そ
の
担
跡
も
な
く
、

一
望
の
耕
野
は
襲
固
と
化
し
て

延
々
続
レ
て
い
ま
す
。

蓮
華
草
の
花
の
挨
く
頃
、
稲

穂
の
賞
金
に
稔
る
頃
は
.
実
に

平
和
の
郷
そ
の
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
南
西
は
旧
魚
津
町
に
接

し
東
北
は
館
田
の
平
野
に
漣
り

閥
讃
線
を
境
に
し
て
富
山
轡
に

至
る
こ
の
遜
一
帯
.
殆
ん
ど
全

部
が
凶
道
線
の
下
方
に
あ
る
故

を
も
っ
て
(
み
も
の
し
た
U

と

称
せ
ら
れ
た
と
侍
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
旧
魚
津
町
は
今
か
ら
約

一
千
二
百
年
前
か
ら
.
そ
ろ

/
¥
開
拓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
に
隣
接
し
て
い
る

道
下
地
匿
の
こ
の
方
面
も
亦
.

そ
の
頃
か
ら
移
住
民
の
居
住
し

た
こ
と
は
問
題
い
の
な
い
事
賞

で
し
ょ
う
。

特
に
こ
の
地
域
は
有
名
な
天

然
記
念
物
樫
洩
林
地
帯
で
.
脇

水
槽
士
の
設
で
は
、
五
千
年
以

上
一
万
年
を
下
ム
ぬ
開
洩
樹
担

と
発
表
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
.

そ
の
頃
こ
の
地
に
は
贋
大
な
大

自
然
林
の
繁
茂
し
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
し
、
種
々
の
動

物
も
い
た
ど
ろ
う
こ
主
も
考
え

ら
る
が
‘
哩
波
林
発
掘
当
時
か

ら
今
日
ま
で
そ
の
常
時
住
ん
で

い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
動
物

の
骨
や
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
と
・

い
4
話
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
、

こ
れ
は
今
後
の
残
る
べ
き
重
要

な
課
題
で
し
ょ
う
。
現
在
こ
の

方
耐
の
棒
内
漁
場
の
見
富
に
「

入
殿
の
巌
L

「
彰
の
上
」
と
称

す
る
留
が
あ
り
ま
す
。

侍
設
に
よ
る
と
、
崇
峻
天
皇

の
御
代
ハ
今
か
ら
約
一
一
一一0
0
年
前
U

天
皇
の
第
八
王
子
が
八
殿
宮
と

称
し
、
鬼
江
川
の
北
に
居
住
す

と
侍
え
ら
れ
、
今
も
向
こ
与
を

「
ミ
コ
林
」
と
唱
え
ら
れ
て
い

る
所
が
あ
る
か
ら
.
こ
の
遜
が

そ
の
当
時
か
ら
椙
嘗
に
開
け
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ろ
か

終
回
に
隣
接
し
て
い
る
地
に 16 

言守平作作

は
‘
悌
一回
1

悌
国
交
新
.
間
経

団
が
あ
り
経
団
と
共
に
仰
ハ
ほ

と
け
〉
に
縁
の
深
い
名
が
つ
い

て
お
り
ま
す
。
大
同
元
年
ハ
西

記
念
式
V

今
か
ら
約
一
千
年
前
後

藤
忠
嗣
〈
漁
夫
)
が
海
中
か
ら
、

現
在
小
川
寺
観
雪
堂
に
安
置
の

観
世
普
仰
像
を
引
き
上
げ
た
と

い
う
偉
設
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
地
名
と
偲
読
と
が
深
レ
開
係

の
あ
る
こ
と
ξ
想
像
さ
れ
ま
す

鰹
田
方
面
の
開
拓
の
組
先
は

越
中
の
閥
司
佐
伯
有
若
U

保
の

伏
山
に
居
館
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
る
と
考
え
ら
れ
.
こ
の
時
代

も
一
千
二
百
年
余
り
前
の
こ
と

で
あ
り
ま
ず
か
ら
.
東
西
両
方

面
と
も
に
.
今
か
ら
一
-千
二
、

一
一
一
百
年
前
後
に
お
い
て
開
拓
の

先
踊
が
つ
け
ら
れ
.
次
第
に
本

地
院
中
心
の
平
野
に
開
拓
が
進

め
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。理

迦
堂
は
天
正
六
年
(
西
記

一
五
七
六
し
今
か
ら
約
四
百
年

前
但
馬
守
守
忠
の
此
の
地
へ
移

住
か
ら
始
ま
り
、
青
島
は
今
か

ら
六
百
年
前
片
奥
川
の
大
洪
水

の
時
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
地
.

北
鬼
江
は
魚
津
の
一
万
組
久
和
氏

が
.
こ
の
助
か
ら
魚
津
へ
移
住

し
た
と
侍
え
る
点
な
ど
総
合
し

て
、
壱
千
二
.
二
一
百
年
前
か
ら
誌

次
開
拓
さ
れ
た
事
に
な
り
ま
す

筒
此
の
地
の
開
拓
発
展
に
軍

要
役
割
ぞ
務
め
た
も
の
は
.
探

藻
事
業
で
あ
り
ま
す
。
此
の
起

源
は
今
か
ら
酌
二
百
五
十
年
前

前
回
務
主
誼
下
海
岸
諮
観
め
際

漁
民
が
探
藻
し
た
石
焼
の
珍
味

を
稿
質
せ
ら
れ
、
上
げ
務
苔
を

命
ぜ
ら
れ
‘
専
業
許
可
の
嬰
附

を
下
附
さ
れ
て
か
ら
、
腕
下
全

湾
内
に
探
藻
め
標
刺
を
得
て
大

レ
に
発
毘
L
明
豹
維
新
に
な
っ

た
の
で
あ
h

り
ま
す
。
円
以
上

健
記
本
腐
報
部
載
の
開
拓
稿
は

本
市
十
二
地
恒
仁
渡
り
.
其
の

大
要
宏
記
述
し
た
の
で
あ
り
ま

す
が
停
学
不
才
研
究
不
充
分
で

当
テ
得
な
い
陸
d
b

多
々
あ
っ
た

と
思
レ
ま
す
c
永
い
聞
の
御
讃

み
下
さ
っ
た
事
そ
探
く
府
謝
致
-

し
ま
す
。
何
分
間
拓
の
旧
記
や
一

其
の
他
の
資
料
な
ど
手
元
に
は
一

な
く
只
郡
使
稽
そ
中
心
に
い
ろ
一

/
¥
ょ
せ
集
め
た
に
過
ぎ
な
い
一

の
で
想
像
論
も
多
く
、
問
題
つ
一

た
結
論
点
窮
さ
れ
た
主
思
い
ま
一

し
て
深
く
お
詑
び
申
上
げ
ま
す
一

四
月
か
ら
「
史
跡
を
尋
ね
て
一

」
主
改
め
ま
し
て
皆
さ
ん
に
お
一

め
み
え
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
一

す

。

一



所
明
察

市
長
.
早
月
川
合
口
用
水
事

業
等
の
件
に
つ
き
上
京

全
四
日
〈
水
〉

=
月
=
+
穴
目
ハ
木
〉
一
市
長
上
京
中
の
鹿
本
日
厨
臨

東
加
積
村
畏
.
岡
敬
育
委
員
一
市
鶴
刷
会
内
融
会
開
催

会
副
署
員
長
等
鉢
.
費
輪
爾

一

今
井
金
沢
餓
遭
管
理
局
長
及

分
授
の
件
に
つ
き
燕
市

一

び
吉
田
偲
務
部
畏
凍
市

市
主
催
の
「
電
話
級
無
線
遁
一
片
貝
小
学
授
ピ
ア
ノ
披
露
式

信
士
養
成
講
習
会
」
開
講
式

一
全

車

日

(

木

〉

一

同

国

魚
樟
地
匝
毘
生
委
員
曾
開
催

一

市
勢
振
興
密
員
曾
協
踏
会
開
一
目
白
}

市
果
樹
闘
轟
振
興
会
役
員
曾

一

催

一

向

2
E
-

開

催

一

企

六

日

入
金

〉

一

日

l
~

全
=
十
七
日
〈
金
)
一
市
授
、
片
民
川
の
件
に
つ
き
一
一
子
一

市
犠
会
議
員
協
議
会
開
催
一
地
元
代
表
左
上
勝
一
日
五
吋
{

全

=

十

八

日

〈

土

〉

一

企

七

日

へ

土

〉

一

司

恒

餌
岡
地
底
市
勢
振
興
委
員
会
一
市
議
曾
議
員

協

議

会

開

催

一

}

{

開
催

一
全

九

日

(
月
U

二

-
L叩

魚
一
酉
市
出
漁
団
結
成
式
を
西

一

寺
岡
運
航
怒
哀
惜
務
局
建
設
課
忌
村
瓜
山

部
申
学
校
に
お
い
て
開
催

一

技
官
‘
両
市
第
一
濃
縮
時
建
設
二
:
ー
一

市
長
、
松
倉
小
学
校
鉢
分
授

一

局
次
長
、
鈴
木
伏
木
密
工
事
一
士
簡
岡
山

の
件
で
訟
食
え
出
張

一

事
留
所
畏
響
魚
津
港
視
察
の
一
}•. 

h
 

三
月
一
日
ハ
日
〉
一
た
め
破
市
‘
廓
立
魚
棒
高
等
一
円
治

w-

一

魚
津
市
股
政
会
発
会
式
開
熊

一

学
校
卒
業
式
に
市
長
問
席
二
重
二

一
企

=

日

ハ

月

)

一

人

工

十

日

(

火

)

一

日

官

色

一

一

市
議
会
建
設
委
員
会
香
員
等
一
市
議
会
鯨
務
寄
員
曾
開
催
一
牛
、
-

一

二
目
、
三
日
の
両
日
に
一民
り

一

小
林
勝
土
木
部
長
等
片
貝
川

-

V

-

1

-

-

一

一

一
}
十
刀
白
金
闘
火
災
予
防
運
一
て
火
災
予
防
は
個
人
の
自
慢一

に
必
要
な
設
備
の
充
実
を
し

}
)
)
}

}
)
}
)
)
〉

一
管
内
靖
筋
工
事
執
行
予
定
笥

一

観

察

の

た

め

東

市

一

日

制

限

}

一

一

》

〉

〉

ト

)

}

;

;

}

〉

〉

〉

〉

一

一

一

勘

は

三

月

一

日

よ

り

一

と
世
曾
共
同
生
活
の
一
環
に

一

ま
し
ょ
う
。

一

む

試

験

休

み

中

の

心

得

ノ

一

一
一

白

転

車

、

荷

車

、

リ

ヤ

カ

ー

…

一

一

子

一

ト

問

調

紅

白

f
一

祝

日

れ

れ

鈴

恥

れ

肘

て

十

リ

ゴ

詩

句

版

協

一
芯
一
.
叫
ん
引
引
一

引

…

引

一

日

引

U
U
M
パ

r一
一

未

登

録

者

へ

一

一

…

災

一

日

け

い

川

ト

浦

了

日

レ

れ

心

れ

に

発

生

す

る

一

日

d
q
M刊
日

制

民

同

…
じ
一

長
レ
季

凶
り
か

一

ι外
で
佐
ぶ
こ
と
が
多
く
な
る

一
~

自

開

串
.
荷
車
、
リ
ヤ
カ
ー
の
所
有
者
は
、
所
有
し
た
一
一
一
一
当
市
に
於
き
ま
し
て
一
こ

E
が
多
い
の
で
・
寝
る
前
一
防
封
略
取
を
お
願
し
ま
す
。

ん
引
一
ら
解
政
さ
れ
て
、

一
成
め
、
自
然
に
浪
武

(凶
暴

ぶ

2
2日

以
内
に
市
長
に
申
告
し
て
鑑
札
の
交
付
喜
一
一
一
火
一
も
こ
れ
に
基
い
て
予
一
に
火
の
始
末
を
充
分
注
意
す
一
一
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

一
一

づ

一

ボ

カ

〈

正
肢

と

い

映

附

き

が
ふ
え
、
つ
い

一
(
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
三
一
一
一
防
運
動
を
質
施
す
る
一
る
こ
と
。
一
気
象
上
特
に
林
野
の
火
災
が

…

納

税

は

二

た

一

長

?

っ
て
き一

に
小
遣
銭
ほ

し
さ
に
、
他
人

一
一
申
告
の
向
は
三
月
廿
抗
日
ま
で
に
市
役
所
父
は
支
所
へ
申
三
二
こ
去
に
な
り
ま
し
た
て
、
公
共
建
物
特
に
学
校
施
設

一

お
き
易
い
の
で
・

2
3

川

一
一
目
一
ま
し
た
c

一

の
物
に
手
を
か
け
る
こ
正
に

一v

告

さ

れ

る

よ

う

御

知

ら

せ

致

し

ま

す

。

一

一

一

L

2・
市
民
各
位
の
一
の
火
災
が
不
相
変
各
地
に
額

一

グ
等
の
折
煙
草
火
な
ど
に
往

市

政

を

動

か

す

ヵ

…

一
一
世
相
一
春

E
な
れ
ば
誰

一

な

り

手

。

二

向
不
申
告
の
向
に
射
し
て
は
、
発
見
さ
れ
た
場
合
そ
れ
一
一
一
二
一
層
の
御
協
力
を
お
一
麗
し
て
い
ま
す
が
・
終
業
後
一
意
し
ま
し
ょ
う
。

明

る

く

す

る

光

て

す

一

一
浮

き

い

三

日

凶

一

5mr認

可

み
中
に

一

k月
ゅ

は

ほ

-

河

内

い

γい

一

一

一

願

い

れ

ま

す

γ

一

鶴

見

訪

問

ね

一
一

、

一

作

門

知

的

削

-山

一
勝
ち
に
な
る
も
の
で
す
。
ま
し
一

6
教
科
詩
や
学
用
品
は
、
先
生

一

は
向
日
仁
肘
門
的
抑
制
山
純

一
訪

問

時

間

幻

お

M

A
同
一
昨

対

ね

い

け

れ

れ

何

十

一

知

山

供

十

刊

誌

ペ

一

一

割

増

産

が

可

能

日

一
日

訪

日

1
伝

説

経

一
訪

問

問

い

ら

引

け

f
M一
時

間

刈

れ

わ

れ

れ

ほ

M

力
に
よ
っ
て
.
納
税
成
績
は
う

一
意
な
が
ら
強
制
陸
分
を
せ
な
け

一
か
け
て
.
解
邸
内治
が
一

隠
そ
の

一
?
ト
註
銭

3

せ
，ぎ
に
市
情
鉄
の

一

口

一

と

し

て

無

硫

酸

根

肥

料

の

施

用

一
安
や
過
燐
酸
の
よ
う
に
慣
れ
て

一
げ
て
下
さ
い
。

ん
と
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
御
諒
知
」
心
を
埼
長
さ
せ
ま
す
。
然
主

一
一
リ
I
H
h宗
唱
え
ま
せ
ん
。

一

口口
種

の
選
縦
一
と

病
申
告
虫

の
防
除
と
共
に
一
加
里
肥
料
の
増
施
が
効
果
的
で
一
い
な
い
が
こ
れ
ら
の
肥
料
の
生

一
時
に
農
協
、
農
家
が
一
丸
と
な

市
設
は
色
々
の
施
椴
を
作
つ

一
下
さ
い
。

一
部
分
は
家
庭
で
過
す
の
で
す
か
一
生
い
友
ぎ

グ

ル

ー

プ

に

な

一

課

z
i
z用

と
芸

誌

の

増

施

で

一

あ

り

ま

す

。

一

産

も

ド

ン

〈

ふ

え

る

か

ら

、

一
っ
て
無
硫
酸
根
肥
料
と
加
里
の

た
り
・
み
な
さ
ん
の
幸
福
・
と
利

一

記

一
ら
・
究
児
の
方
々
に
は
子
供
の
一
っ
た
り
・
変
な
物
?
持
っ
て

一

魚
一
部
市
の
土
壌
を
大
別
す
る
一
根
腐
れ
は
極
め
て
発
生
し
易
い
一
⑮
其
の
他
の
地
域
一
よ
く
特
質
テ
理
解
し
て
‘
土
質

一増
施
に
努
力
し
て
頂
き
た
い
。

盆
の
た
め
の
間
々
な
方
一
聞
に
俊

一
一
、
第
一
、
窮
二
の
呼
問
献
を

一
指
導
に
御
協
力
下
さ
い
ま
し
て
一
い
る
僚
が
あ
り
ま
す
。
恕
の

一
と
四
つ
の
地
域
に
底
分
さ
れ
、
一
か
ら
肥
鉄
土
ハ
備
鉄
硝
〉
の
投
入
一
そ
の
他
の
地
域
は
.
腐
植
の

f
l
i
-
-
i
i
t
i
i
1
1
l
i
t
i
-
-
t
;
l
l
i
j
s

は
れ
る
の
で
す
。

一

出
し
た
が
問
頂
点
せ
ず
・
納
長
の
起
ら
ぬ
よ
ろ
御
芸
下
一
第
一
歩
で
す
。

一
肥
料
の
施
用
に
当
つ
て
は
そ
れ
一
無
硫
酸
根
肥
料
の
施
用
・

E
一
含
宜
保
肥
カ
・
保
水
力
共
に
中
一
一

i
j
i
1
1
1
1
1
j
i
-
-
i
i
j
j
i
i

市
設
の
滞
納
に
は
い
ろ
い
ろ

一

揖

の

誠

意

義

め

ら

れ

な

い

一

さ

い

。

一

3
休
み
中
は
家
事
の
手
偲
や
駿

一
ぐ
究
の
諸
点
に
注
意
が
必
要
一
の
…
噌
施
が
必
嬰
で
あ

n
ま
す
。
一
程
度
で
、
特
に
根
腐
れ
防
止
劃
一
一
固
定
資
産
課
税
の
台
帳
縦
覧
に
つ
い
て

と
事
情
が
あ
る

E
思
い
ま
す
が

一

場

合

一

1
春
は
火
災
の

γ
1
ズ
Y

で
特
一
(
し
つ
け
〉
の
よ
い
襖
曾
で
す
c
一
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
無
硫
酸
一
@
山
麓
地
域
一
策
が
必
要
と
し
な
い
。
従
っ
て
二

l

市
の
発
展
の
需
の
大
き
な
障
害

一
一
町
接
の
結
果
分
納
を
認
め
一
に
野
火
が
多
い
か
ら
・
子
供
一
要
す
る
に
春
は、

燭
情

的

で

股

一

根

肥

料

の

路

用

在

、

加

里

の

増

一

一

硫

安

、

過

燐

酸

石

灰

皿

守

の

硫

酸

二

昭

和

廿

八

年

度

固

定

資

産

の

償

絡

を

同

定

資

産

と
な
り
ま
す
。

一

ら
れ
て
い
て
も
・
そ
の
分
納

一

の
マ
ッ
チ
や
火
控
び
に
御
注
一
鯨
の
行
慌
が
現
わ
れ
る
時
期
・

一
施
に
よ
っ
て
県
非
一
期
楠
産
を
一
山
麓
及
丘
陵
地
帯
で
・
上
申
一
槙
肥
料
が
相
官
の
肥
効
守
示
す
一
…
課
税
台
帳
に
登
録
し
た
の
で
佐

の
通
り
縦
覧
に
供
し

上
中
島
・
下
中
島
・
片
貝
の

一

を
実
行
す
る
誠
震
が
認
め
ら

一

意
下
さ
、
。
一
こ
の
ゆ
る
ん
だ
心
そ
ひ
き
し
め
一
建
し
ま
し
ょ
号
。
一
島
‘
上
野
方
・
突
撃
の
黒
ぼ
一
か
ら
、
特
に
無
硫
酸
槙
肥
料
の
一
…
ま
す
。
工
ま
、
千
債
格
に
つ
い
て
不
服
の
あ
る
方
は
・

各
支
所
管
内
で
は
昨
年
末
で
鼠

一

ね
な
い
場
合

一

叉
入
ま
い
や
生
意
無
か
ら
昭
一
来
る
べ
き
新
学
期
の
新
し
い

一
θ
砂

質

浅

耕

土

地

域

一

山

間

切

均

一

M
M
M
A
一
施
用
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
一
…
四
月
十
配
ま
で
に
、
雲
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
出

に
一

O
O
%に
近
い
納
既
成
績

一

章
を
口
に
す
る
こ
と
が
あ
り
一
生
活
に
希
望
を
持
た
せ
て
下
さ

一

片
貝
川
・
早
月
川
下
流
の
洩
一
件
強
〈
石
灰
に
欠
乏
す
る
棋
腐

一
無
硫
酸
根
肥
料
と
は
何
か

一…
来
ま
す
。

を
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

ま

す

。

一

ぃ

。

一
耕
土
地
帯
で
保
肥
力
が
樋
め
て
一
れ
の
生
じ
易
い
土
壇
で
・
無
硫
一
村
容
尋
問
質
の
肥
料
で
は
お
記

い
つ
ま
で
本
滞
納
を
政
っ
て

2
外
で
遊
ぶ

:
U
が
多
く
な
る
石
空
の
下
に
伸
び
〈
と

H
光

一
小
さ
〈
且
つ
雲
加
里
の
突
然
一
酸
根
肥
料
の
施
用
が
必
嬰
で
あ
一
石
灰
窒
素
、
尿
索
、
警
高
一
説
覧
の
日
時
昭
拘
一
一
十
八
年
=
一円
十
六
日
か
ら
四

仰

が

仁

川

郡

江

口

吟

一

以
U
V
向
付
川
崎
時
打
晶
一
問
白
川
料
品
九
州
川
町

一
M
略

取

引

司

、

話

刊

一

り

ま

す

。

一

j
諸

問

問

、

m
E肥

一
一
月
四
日
ま
で
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

市
の
徴
税
方
針
に
基
い
て
滞
納

一

我
の
も
と
で
す
。
跨
切
遁
過
一
く
金
釦
に
慣
れ
を
待
つ
よ
号
に

一
の

館

含

量

は

憎

め

て

少

い

強

度

一

@

山

間

地

域

一

伺

加

里

肥

料

で

は

一

…

(

但

し

日

限

目

、

祭

日

を

除

く

ν

者
と
面
接
し
・
話
合
い
の
上
、

一

は
特
に
仲
注
意
す
る
こ
と
。
一
親
謹
の
御
協
力
を
願
4
も
の
で

一
の

餓

欠

乏

士

舗

と

な

旬

、

鉄

そ

一

山

間

谷

間

の

水

団

地

域

で

酸

一

塩

化

加

里

一

一

一

、

縦

覧

の

場

所

奮

魚

津

地

直

|

|

魚

海

市

役

所

充
分
な
措
置
を
と
っ
て
き
て
お

一

3
自
関
車
の
二
人
乗
句
は
‘
大
一
あ
り
ま
す
む
政
任
こ
そ
間
遣
の

一
の
他
珪
酸
マ
シ
ガ
三
苦
土
な
一
件
強
く
傍
酸
が
欠
乏
し
易
い
地
一
然
し
無
硫
酸
根
肥
料
の
内
尿
賢
一
一
そ
の
他
の
蛾
医

1

1
資
産
の
所
布
ず
る
支
所

h

り
ま
す
が
・
問
一月
z

の
国
定
資
産

一

人
J
h

子
供
恥
止
め
ま
し
ょ
う
一
第
一
の
も
E
で
す
。

一
ど
の
探
類
本
欠
乏
す
る
本
の
で
一
帯
で
、
朱
-
期
稿
ホ
し
て
い
る
土
一
熔
性
傍
肥
ト

1

マ
ス
等
は
一
般
一
、

山
=
=
=
一
=
市
内
中
拳
校
卒
業
者
-
=
一
三
一
山
一
川
乳
幼
児
健
勤
皇
施
川
一
孝
子

川============の選挙動向=ヨ===耐一
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-、-陶同-

行発日
p

東
西
.
雨
中
学
校
本
年
度
卒一

普
通
科
一
四
五
名

5

一
業
者
の
総
数
は
西
部
中
学
校
四

一

家

庭

科

五

二

名

1

一八

O
名
、
東
部
中
学
校
=
一

O
九

一

実

業

科

九

O
名

月
一
名
合
計
七
九
九
名
の
多
数
で
あ

一
そ
の
他
の
高
等
学
校

り
ま
す
。
忌
等
の
卒
業
生
徒
は

一

実
業
料

三

人

名

間
近
に
行
わ
れ
る
卒
業
式
に
、

一
-
就
職
希
望
者
の
主
な
る

祭
あ
る
卒
業
務
害
を
賊
い
て
、

一

工
場

或
は
上
級
学
校
に
、
或
は
賞
祉

一市

内

吉

田

工

業

曾
に
各
々
職
を
求
め
て
‘
活
躍

一回

小

坂

襖

業

窮

さ
れ
る
こ
と
を
思
い
ま
寸
。
今

一

魚

樟

製

網

所

こ
の
こ
校
の
港
学
‘
就
職
問
向

一

杉

野

グ

り

1

ナ

勢
調
ら
べ
て
見
ま
し
ょ
号
。

一

犬
愛
メ
リ
ヤ
ス
工
場

・
卒
業
者
総
数
七
九
九
名

一

不

動

工

業

推
学
希
望
者
三

二
五
名

一

路

距

見

習

等

就
職
希
望
者
三
四
八
名

一市
外

富

士

工

業

家
事
従
禁
者
二
一
六
名

一

松

下

電

気

@
進
学
希
望
者
の
内
諒

一

近

江

絹

糸

魚
津
高
等
坐
校

一

日
本
繊
維
大
垣
工
場
等

就
職
者
を
温
く
迎
え
・
ま
し
ょ
う
。
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引
か

津魚(甥Z22ZZ)(第 16号)(2) 

み全
面'へa

関
毘
の
祝
日
「
子
供
の
円
」
一
れ
た
お
子
さ
ん
方
は
も
れ
な
く

の
行
事
と
し
て
、
厚
生
省
‘
調
亮
一
検
診
を
う
け
て
下
さ
い
。

新
聞
赴
共
催
の
も
の
、
及
富
山
一
各
支
所
管
内
の
方
は
支
所
へ
、

牒
.
富
山
新
聞
社
共
催
の
各
優
一
旧
魚
樟
町
管
内
は
市
役
所
へ
申

良
見
の
選
彰
会
が
開
催
せ
ら
れ
一
出
て
可
愛
い
L
お
子
さ
ん
の
検

る
の
で
当
市
よ
り
多
数
欝
加
す
一
診
を
う
け
て
下
さ
い
。

る
た
め

来
る
三

月
十
四

阿
H

ト
JE
h
v

廿
二
日

空
む
の

聞
に
乳

幼
児
の

検
診
を

行
ひ
ま

ず
か
ら

昭
和
廿

荒
年
四

月
一
日

以
降
に

出
生
さ

-7日

防
署
(
電
話
魚
津
二
九
五
番
〉

に
知
ら
ぜ
ま
し
ょ
う
。

一
、
予
防
掴
聞
の
初
H
と
終
り

の
日
の
午
前
七
時
と
‘
午
后

九
時
に
サ
イ
レ
ン

E
瞥
鏡
を

鳴
ら
し
ま
す
。

持
l
j
f
l
ム
H

O
連
H
陳
情
や
商
会
で
市
長
路

控
室
は
う
ず
ま
る
が
‘
予
め

組
ま
れ
た
日
種
で
切
角
の
訪

問
に
も
時
聞
が
な
か
っ
た
り

不
在
だ
っ
た
り

L
て
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

ず
か
ら
.
市
長
に
御
用
件
の

場
合
は
予
め
秘
書
人
事
課
ま

で
電
話
で
ど
も
訂
合
せ
た
上

で
お
出
か
け
は
好
都
合
で
す

O
東
布
施
村
は
迭
に
桜
井
町
と

合
併
惜
し
い
感
慨
で
一
杯
だ

が
.
全
て
の
わ
だ
か
ま
り
を

捨
て
L
手
を
携
え
て
進
み
た

、。
-
L
V
 

O
上
水
道
事
業
也
新
予
算
で
今

一
年
は
相
当
の
と
こ
ろ
ま
で
進

一
み
そ
う
。
電
気
.
水
道
と
.

一
も
う
一
つ
ガ
ス
を
慾
ば
っ
て

一
実
化
魚
樟
を
是
非
実
現
し
た

一
い
も
の
だ
。


